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４－８．システム接続例 

  

４－８－１．指示計、ＤＣＳ、ＰＬＣ等との接続例 （非防爆として使用する場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－８－２．ツェナーバリア、指示計、ＤＣＳ、ＰＬＣ等との接続例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                     

                                                                           

 

 

 

 

 

４－８－３．ツェナーバリア、指示計との接続例                                                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＋ 
1 2 

24Ｖ 

Sig 

GD-K88Di(TYPE AS) 

検知器  

－ 

上位（ＤＣＳ,ＰＬＣ) 非危険場所 

E 

＋ 

1 2 

24V 

Sig 

－ 

上位（ＤＣＳ,ＰＬＣ) ツェナーバリア 

危険場所 非危険場所 

Ａ種接地 

E 

EC-5002／EC-592 

ツェナーバリア 

危険場所 非危険場所 

GD-K88Di(TYPE AS) 

検知器  

GD-K88Di(TYPE AS) 

検知器  

0V 

+24V  ⑤   

④ 

⑥ 

③ 

E 

＋ 

1 2 

－ Ａ種接地 
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４－８－４．絶縁バリア、指示計、DCS、PLC 等との接続例                                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＋ 

1 2 

24V 

Sig 

－ 

上位（ＤＣＳ,ＰＬＣ) 絶縁バリア 

危険場所 非危険場所 

E 

GD-K88Di(TYPE AS) 

検知器  
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５．操作方法 

 

５－１．始動準備 

電源を接続する前に、次の注意事項をお守り下さい。これらを守らないと、感電の危険や機器を損傷する恐れ

があります。 

 

・正しく設置されていることを確認して下さい。 

・接地されていることを確認して下さい。 

・外部との配線が正しく行われていることを確認して下さい。 

・供給電源電圧が電源仕様と合っていること及び定格内であることを確認して下さい。 

・調整中は外部出力が変動する場合があります。ガス監視システムに影響がないように処置して下さい。 

・火災防止の為、指定された定格のヒューズであることを確認して下さい。 

・配管が正しく施されていることを確認してください（GAS IN 、GAS OUT、圧縮空気入口） 

・圧縮空気圧（０．１～０．７MPa）、サンプリング流量（０．５L/ｍｉｎ）が適正であることを確認して下さい。 

   

５－２．基本動作フロー 

電源投入後、検知モードで使用します。 

 

 

 

    

 

 

    

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源投入 

始動準備 

イニシャルクリア（約２５秒） 

検知モード 

ＭＯＤＥスイッチ(約３秒間押す) 

メンテナンスモートﾞ 

・ゼロ調整モード 

・定期点検モード 

注意 

 

定期点検モードは専門のサービスマンが使用します。指示無く操作しないで下さい。 
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５－５．動作説明（検知モード） 

５－５－１．表示動作 

本器の動作状態は、ＬＣＤで表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

準備 

電源投入 

イニシャルクリア（約25秒） 

検知モード 

ＬＣＤ表示（例：検知ガスＣＯ） 

検知モードでは、ＬＣＤ表示は 

サンプリングガス濃度を表示。 

 

- - - - 
    

通常表示（表示説明） 

検知したガス濃度 

検知対象ガス名 

ppm 

 

0
Ｃ Ｏ 機器の動作状態（点滅：正常） 

単位 

ガス警報表示 

あらかじめ設定した警報点を超えるガス濃度を 

検知した場合、ガス警報表示となり、左下に警報 

メッセージ（ＡＬ１またはＡＬ２）が表示されます。 

ppm 

A L   1 

8 0 
Ｃ Ｏ 

ppm 

 

0
Ｃ Ｏ 
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マイナス表示 

右図の「－０」表示は、ゼロレベルがマイナス 

（－）側にフルスケールの１０％以上下がった 

時に表示されます。 

 警告 

 

マイナス表示となった場合、正確なガス検知が行えませんので、 

ゼロ調整を行って下さい。 

故障表示 

検知器において何らかの故障が発生した場合

ＬＣＤ表示に故障内容が表示されます。 

 

（ＬＣＤ表示） （故障内容） 

Ｅ－９   システム異常 

Ｅ－１   センサ未接続／センサ断線 

Ｅ－５   流量低下（オプション） 

＊ 注記 

故障表示の処置については「８．トラブルシューティング」を参照して下さい。 

     

 

 

  E-9 
    

ppm 

 

- 0
Ｃ Ｏ 
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５－６．動作説明（メンテナンス） 

５－６－１.メンテナンスモートﾞ 

  

 各調整を行うにはメンテナンスモートﾞに入り行います。 

検知モードで、ＭＯＤＥスイッチを３秒押すと、メンテナンスモートﾞに入ります。 

メンテナンスモートﾞ状態で、ＭＯＤＥスイッチを３秒押すと、検知モードに戻ります。 

また、メンテナンスモートﾞを１０時間放置すると、検知モードに戻ります。 

 

 ■４.０-２０.０ｍＡ：４.０ｍＡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※メンテナンスモートﾞは「日常点検」・「定期点検」からなり、通常は「日常点検(ゼロ調整)」を使用します。 

 

 「日常点検（ゼロ調整）」 

 

 

 

 

                ▲／▼スイッチで選ぶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＭＯＤＥスイッチを３秒押す 

メンテナンスモートﾞに入る 

１－１：ゼロ調整 

１－３：定期点検モード切換 

注意 

｢１－３．定期点検モード｣は外部出力テスト以外は、弊社営業部又は 

サービス会社に依頼して下さい。 

警告 

ガス検知時にメンテナンスモートﾞに入ると、外部出力信号（ガス濃度信号）は 

４.０ｍＡ（正常状態）になります。 

     

ppm 

Ｃ Ｏ 

0
 

     

 

1 - 1 

Ｚ Ｅ Ｒ Ｏ 

     

 

1 - 3 

M   M O D E 
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５－６－２．ゼロ調整 

 

  ゼロ調整を行う時に使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

① ＭＯＤＥスイッチを３秒以上押し、メンテナンスモートﾞに 

入ります。 

 

②「１－１．ゼロ調整」メニューにてＳＥＴスイッチを押します。 

ゼロ調整用ガスを吸引させ、指示値が安定後、再度ＳＥＴ 

スイッチを押します。表示が点滅し、ゼロ調整されます。 

 

 

 ③ ＳＥＴスイッチを押し、設定値を確定します。 

   

   

   

 

 

 

 

 

 

 

正常に終了した場合は、ＰＡＳＳ表示した後に、 

「１－１．ゼロ調整」画面になります。 

 

 

④ 検知モードに戻る場合は、ＭＯＤＥスイッチを 

 ３秒以上押し検知モードに戻して下さい。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 注記 

・ゼロ点がゼロ付近より大きく変動している等により、ゼロ校正が失敗した場合は、ＰＡＳＳが表示さ

れず、ＦＡＩＬを表示した後、１－１に戻ります。この場合、ゼロ調整が出来ていません。 

注意 

メンテナンスモートﾞにて放置した場合、自動的に１０時間後検知モードに戻ります。 

     

 

1 - 1 

 PASS 
Ｚ Ｅ Ｒ Ｏ 

     

 

1 - 1 

Ｚ Ｅ Ｒ Ｏ 

     

ppm 

1 - 1 

50
Ｚ Ｅ Ｒ Ｏ 

     

ppm 

1 - 1 

  0 
Ｚ Ｅ Ｒ Ｏ 

     

 

1 - 1 

 

Ｚ Ｅ Ｒ Ｏ 

     

ppm 

Ｃ Ｏ 

0
 

警告 

ＰＡＳＳ表示が消えるまでは電源を切らないで下さい。 

警告 

調整が終了したらＭＯＤＥスイッチを３秒以上押し検知モードに必ず戻して下さい。 
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６．保守点検 
 
 本器は防災・保安上重要な計器です。 
 本器の性能を維持し、防災・保安上の信頼性を向上するために、定期的な保守・点検を実施して下さい。 

点検を行わずに使用を続けると、ガスセンサの感度が変化し、正確な検知を行えません。 

 

６－１．点検の頻度と点検項目 

・日常点検 ： 作業前に点検を行って下さい。 
・１ヶ月点検 ： １ヶ月に１回、警報回路に関わる点検（警報テスト）を行って下さい。 
・定期点検 ： 保安機器としての性能を維持するため、６ヶ月に１回以上の頻度で行って下さい。 

 

点検項目 点検内容 
日常 
点検 

1 ヶ月 
点検 

定期 
点検 

状態表示の確認 状態が通常測定状態であることを確認して下さい。 ○ ○ ○ 

ガス濃度表示 本器周辺に検知ガスが滞留していないことを確認して、指示が正常値を示
していることを確認します。 

○ ○ ○ 

外部警報テスト* 警報テスト機能を使用し、警報の回路検査を行います。 － ○ ○ 

ガス感度校正 試験用標準ガスを用いて感度校正をして下さい。 － － ○ 

ガス警報確認 試験用標準ガスを用いてガス警報の確認を行って下さい。 － － ○ 

＊ 指示警報部側での点検、調整となります。詳しくは、指示警報部の取扱説明書を参照して下さい。 

 

＜メンテナンスサービスについて＞ 
・ 弊社では、ガス感度校正などを含めた定期点検、調整、整備等に関するサービスを行っております。 

試験用標準ガスを作製するには、所定濃度のガスボンベや、ガス袋など専用器具が必要となります。 
弊社指定のサービス員は、作業を行う上での専用器具や、その他製品に関する専門知識などを備えたスタッフ
で構成されております。機器の安全動作を維持するために、弊社メンテナンスサービスをご利用頂きますようお
願いします。 

・ メンテナンスサービスの主な内容を以下に記します。詳細は、弊社営業所迄お問い合わせ下さい。 

主なサービスの内容 

電源の確認 ： 電源電圧の確認を行います。 
状態表示の確認 ： 状態が通常測定状態であることを確認して下さい。 
濃度表示の確認  ゼロガスを用いて濃度表示値がゼロであることを確認します。 

表示がズレている場合はゼロ調整を行います。 
外部警報テスト* ： 警報テスト機能を使用し、警報の回路検査を行います。 
  ・警報ランプ確認(動作を確認) 
  ・外部警報確認(ブザーなど外部警報動作を確認) 
ガス感度校正 ： 試験用標準ガスを用いて感度校正を行います。 
ガス警報確認* ： 試験用標準ガスを用いてガス警報の確認を行います。 
  ・警報確認(警報設定値に達した際に警報の発信を確認) 
  ・遅れ時間確認(警報を発信するまでの遅れ時間を確認) 
  ・外部警報確認(ブザーやリセット信号など外部警報動作を確認) 
機器の清掃・修繕 
(目視診断) 

： 機器外観やカバー、内部などの汚れや傷を確認し、目立った箇所を清掃・修繕します。 
亀裂や破損がある場合は部品の交換を行います。 

機器の操作確認 ： キー操作をして各種機能の動作確認や、パラメータ等のチェックを行います。 
劣化部品の交換 ： センサやフィルターなど劣化部品の交換を行います。 
   

＊ 指示警報部側での点検、調整となります。



 

  27 

６－２．部品の交換 

＜ガスセンサの交換＞ 

弊社サービス員による交換及び調整が必要になります。弊社営業所迄お問合せ下さい。 

 

 

 

・調整の結果、感度を最大にしても標準ガス濃度値に合わせることが出来ない等の場合は、ガスセンサの寿命

です。ガスセンサの交換が必要になります。 

・ガスセンサの交換後は電気調整及び標準ガスを使用したガス校正が必要になります。 

 

 

 

＜定期交換部品の交換＞ 

 推奨定期交換部品リスト 

 

部品番号 名称 点検周期 交換周期 
数量 

（個／台） 
備考 

0341 4062 40 エルボ ６ヶ月 ３～８年 ２  

1410 3066 20 Oリング（流量調整器） ６ヶ月 ３～８年 1  

1410 7356 30 Oリング（センサキャップ） ６ヶ月 ３～８年 1  

1836 8421 10 チューブ ６ヶ月 ３～８年 ２６０ｍｍ  

1836 9852 80 チューブ ６ヶ月 ３～８年 ４３０ｍｍ  

4253 9330 10 電池Ａｓｓｙ ――― ――― 1 ※ 

 

※ガスセンサとセットで交換となります。部品交換後に専門のサービス員による動作確認が必要です。 

機器の安定動作と安全上、専門のサービス員にお任せ願います。販売店または最寄りの弊社営業所に 

ご依頼下さい。 

  

 

 

本器の無通電時間が合計で半年以上になる場合には、センサのバックアップ用電池の容量が空になっている

可能性があるため、電池交換を実施してください。 

センサのバックアップが正しくされていない場合は、センサの故障、起動時の指示変動、起動時のエラー（E-9）

に繋がる可能性があります。 

 

 

 

＊ 注記 

＊注記 
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８．トラブルシューティング 
 

 このトラブルシューティングは、機器の全ての不具合の原因を示したものではありません。よく起こりえる不具合

の原因究明の手助けとなるものを簡単に示してあります。ここに記載のない症状や、対策を行っても復旧しない場

合は、弊社営業所迄ご連絡願います。 

 

＜機器の異常＞ 

症状・表示 FAULT 原因 対策 

電源が入らない ― 

配線が間違っている 正しく配線して下さい。 

端子台が外れている 端子台を正しく接続して下さい。 

電源系統の異常・瞬断 
定格電圧を供給して下さい。 
無停電電源、電源ラインフィルタ、絶縁トランス等の見直
し、追加等の措置を講じて下さい。 

ケーブルの異常 
（断線・未接続・短絡） 

本器及び周辺の関連機器を含めた配線の確認をして下さ
い。 

異常な動作をする ― 
突発的なサージノイズ等 
による影響 

電源をＯＦＦにし、再起動を行って下さい。 
頻繁にこのような症状が起こる場合は、適切なノイズ対策
を実施して下さい。 

システム異常 
E-9 

● 

機器内部のROM、RAM、
EEPROMの異常 

弊社営業所迄ご連絡願います。 

センサのバックアップ用電
池の容量が無くなっている。 

電池交換をしてください。 

センサ異常 
E-1 

● 

センサが未接続又は 

接続不良 

センサのケーブルが端子台にしっかり付いているか 

確認して下さい。 

センサに故障が発生した 弊社営業所迄ご連絡願います。 

流量低下* 
Ｅ-5 

● フィルターの詰まり フィルターを交換してください。*オプション 

電源投入時、LCD 
表示がしばらく 
（最長30秒程度）
消灯する。 

― ― 正常に測定モードになれば、問題ありません。 

＜指示値の異常＞ ※ 指示警報部と併せて対処して下さい。詳しくは、指示警報部の取扱説明書を参照して下さい。 

症状 原因 対策 

指示値が上がった（下がっ
た）まま元に戻らない 

センサのドリフト ゼロ調整を行って下さい。 

干渉ガスの存在 
溶剤等の干渉ガスによる影響は、完全に無くすことは困難です。
除去フィルターなど対策については弊社営業所迄ご連絡願いま
す。 

スローリーク 
検知対象ガスが微量に漏れている可能性があります（スローリ
ーク）。放置しておくと危険な状態になる可能性があるので、ガス
警報時の対応と同等の対応をし、処置を施すようお願いします。 

環境の変化 ゼロ調整を行って下さい。 

ガス漏れなど、検知ポイント
に異常が無いのにガス警報
を発する 

干渉ガスの存在 
溶剤等の干渉ガスによる影響は、完全に無くすことは困難です。
除去フィルターなど対策については弊社営業所迄ご連絡願いま
す。 

ノイズの影響 
電源をＯＦＦにし、再起動を行って下さい。 
頻繁にこのような症状が起こる場合は、適切なノイズ対策を実施
して下さい。 

環境の急変 

本器は急激な環境変化（温度など）があると、追従できずに影響
を受けて、場合によっては指示警報を出します。 
環境が頻繁に急変してしまう場合はご使用頂けませんのでお客
様にて何らかの対策を講じて頂くようお願いします。 

応答が遅い センサ感度の劣化 新しいセンサに交換して下さい。 

感度校正ができない 
校正ガス濃度が不適切 適切な校正ガスを用意して下さい。 

センサ感度の劣化 新しいセンサに交換して下さい。 
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９．製品仕様 
 

９－１．仕様一覧 

型式 GD-K88Di 

検知原理 定電位電解式 

検知対象ガス 毒性ガス 

濃度表示 7セグメントLCD(4桁) 

検知範囲 検知対象ガスによる 

検知方式 アスピレータ吸引式 

サンプリング条件 大気圧相当（圧縮空気0.1～0.7MPa） 

吸引流量 0.5L/min±10% 

警報設定値 検知対象ガスによる 

警報精度(同一条件下) 警報設定値に対して±30%以内 

警報遅れ時間(同一条件下) 警報設定値の1.6倍のガスを与えて60秒以内(配管遅れは含まず) 

ガス警報タイプ 2 段警報（H-HH） 

ガス警報表示 警報メッセージ（AL1/AL2）表示 

ガス警報動作 自動復帰又は自己保持 

故障警報・自己診断 システム異常/センサ異常 

故障警報表示 内容表示 

故障警報動作 自動復帰 

伝送方式 2 線式アナログ伝送方式+デジタル伝送(HART通信) 

伝送仕様 DC4～20mA(負荷抵抗300Ω以下) 

通信方式 HART 7 

電源 DC24V±10％ 

消費電力 約0.6W 

伝送ケーブル CVVS等のシールドケーブル(1.25 mm2)・2芯 

伝送距離 CVVS・1.25 mm2にて1㎞以内(但し､検知部～ツェナーバリア間600m以内) 

安全保持器 
ツェナーバリア（MTL7728ac / MTL7728+ / MTL7728-）又は 

絶縁バリア（MTL5541 / RN221N-J1 / KFD2-SCT4-Ex1） 

配管接続口 
ガス吸入口/排出口：Rc1/4(O.Dφ6-1tテフロン管用ハーフユニオン<材質:PP>付) 

圧縮空気入口<材質:SUS303>：Rc1/4 

使用温度範囲 0～40℃(急変なきこと。搭載センサにより異なる場合があります) 

使用湿度範囲 30～70%RH(結露なきこと。搭載センサにより異なる場合があります) 

構造 壁掛型 

防爆構造 本質安全防爆構造 安全保持器（バリア）使用時 

防爆等級 Ex ia ⅡC T4 Ga 

外形寸法 約220(W)×265(H)×90(D)mm(突起部は除く) 

質量 約4kg    

材質 ボンデ鋼板(SECC)またはステンレススチール(SUS304) 

塗装 メラミン焼付塗装 

外観色 マンセル2.5Y9/2 
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９－２．検知原理 

 

定電位電解式センサは、電極と電解液の界面を一定の電位（設定電位）に保ち、ガスを直接電解する方式です。

特定の電位（設定電位）を加えた電解セルにガスを電解させ、その際に発生する電解電流からガスを検知します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．用語の定義 
 

 

定電位電解式 
本検知部に組み込まれるセンサの原理です。 

詳細は【９-２．検知原理】の項を参照下さい。 

イニシャルクリア 
検知部からの出力は電源投入後しばらくの間変動します。 

その間は警報を発しないようにする機能です。 

フルスケール 検知範囲の最大値です。 

ｐｐｍ 対象となる可燃性ガスの 100 万分の 1 を意味する濃度(part per million)の単位です。 

校正 校正ガスを用いて、機器の指示値を校正ガス濃度値に合わせることを意味します。 

 

 

出力 

ＷＥ：作用電極 

ＣＥ：対電極 

ＷＥ 

ＣＥ 
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